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(54)【発明の名称】 胎児観察支援装置及び胎児観察支援システム

(57)【要約】
【課題】  胎内の胎児の状態を簡易かつ明快に報知する
胎児観察支援装置及び胎児観察支援システムを提供す
る。
【解決手段】  情報取得部２００は、センサ部２３を妊
婦の体表面に当接させることで得られる妊婦の身体的情
報を本体部３００に送出する。本体部３００の制御部３
０は、データベース３３を検索することにより、情報取
得部２００から受信した妊婦の各身体的情報から胎児の
状態を示すデータを取得する。制御部３０は、取得した
胎児の状態を表す画像を示すデータを画像メモリ３４か
ら選択し、情報取得部２００の表示部２１に表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】妊婦の体表面に当接され、該妊婦の身体的
情報を取得するセンサと、
観察対象となる胎児および該胎児の母体に関する情報を
入力する入力部と、
妊婦の身体的情報と、胎児および母体に関する情報と、
胎児の状態に関する情報と、を予め関連づけて記憶した
記憶部と、
前記センサが取得した身体的情報と前記入力部に入力さ
れた情報とを基に、前記記憶部を検索して前記観察対象
である胎児の状態に関する情報を索出する検索手段と、
前記検索手段により索出された情報に対応する情報を出
力する出力手段と、
を備える、
ことを特徴とする胎児観察支援装置。
【請求項２】前記出力手段は、表示部と、胎児の状態を
示す複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記検索手
段により索出された情報に対応する画像を前記複数の画
像から選択して前記表示部に表示させる手段と、を備え
る、
ことを特徴とする請求項１に記載の胎児観察支援装置。
【請求項３】前記センサは、前記妊婦の身体的情報とし
て、該妊婦の体温及び／又は体内音を取得し、
前記記憶部は、妊婦の体温及び／又は体内音と、胎児お
よび母体に関する情報と、胎児の状態とを対応付けて記
憶する、
ことを特徴とする請求項１または２に記載の胎児観察支
援装置。
【請求項４】前記胎児観察支援装置は、全体として角の
ない丸みを帯びた形状を呈する、
ことを特徴とした１乃至３に記載の胎児観察支援装置。
【請求項５】妊婦の体表面に当接され、該妊婦の身体的
情報を取得するセンサと、観察対象である胎児と該胎児
の母体に関する情報を入力する入力部と、を備えた入力
手段と、
前記入力手段からの情報を、情報処理手段に接続され、
妊婦の身体的情報と、胎児および母体に関する情報と、
胎児の状態とを予め関連づけて記憶したデータベースに
送信する送信手段と、
前記データベースより提供される胎児の状態を示す情報
を受信する受信手段と、
前記受信手段により受信された情報に対応する情報を出
力する出力手段と、
を備える、ことを特徴とする胎児観察支援システム。
【請求項６】前記出力手段は、表示部と、胎児の状態を
示す複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記受信手
段により受信された情報に対応する画像を前記複数の画
像から選択して前記表示部に表示させる手段と、を備え
る、
ことを特徴とする請求項５に記載の胎児観察支援システ
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ム。
【請求項７】前記センサは、前記妊婦の身体的情報とし
て、該妊婦の体温及び／又は体内音を取得する、
ことを特徴とする請求項５又は６に記載の胎児観察支援
システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、胎内の胎児の状態
を簡易かつ明快に報知するのに好適な胎児観察支援装置
及び胎児観察支援システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、胎内の胎児の状態を観察するため
に、超音波診断装置を用いた診断を受ける方法があっ
た。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このような診
断装置は大がかりであり、また、操作に専門的な知識が
必要である。このため、医師などの専門知識を有するも
のが在駐する医療機関などで診断を受けなければなら
ず、家庭で簡易に胎児の状態を観察することはできなか
った。
【０００４】また、超音波診断装置などで得られる映像
から胎児の状態を知るには、専門的な知識や経験に基づ
く分析が必要なため、妊婦自身が映像を見ることで直観
的に胎児の状態を判断することが困難であった。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明は上記実状に鑑み
てなされたもので、胎児の状態を簡易かつ明快に報知す
るのに好適な胎児観察支援装置及び胎児観察支援システ
ムを提供することを目的とする。
【０００６】上記目的を達成するため、本発明の第１の
観点に係る胎児観察支援装置は、妊婦の体表面に当接さ
れ、該妊婦の身体的情報を取得するセンサと、観察対象
である胎児と該胎児の母体に関する情報を入力する入力
部と、妊婦の身体的情報と、妊婦および胎児に関する情
報と、胎児の状態に関する情報と、を予め関連づけて記
憶した記憶部と、前記センサが取得した身体的情報と前
記入力部に入力された情報とを基に、前記記憶部を検索
して前記観察対象の胎児の状態に関する情報を索出する
検索手段と、前記検索手段により索出された情報に対応
する情報を出力する出力手段と、を備えることを特徴と
する。
【０００７】このような装置によれば、センサなどから
取得された妊婦の身体的情報に基づいて記憶部を検索す
ることにより、胎児の状態を表す情報を取得できるの
で、簡易な操作で胎児の観察を行うことができる。
【０００８】前記出力手段は、表示部と、胎児の状態を
示す複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記検索手
段により索出された情報に対応する画像を前記複数の画
像から選択して前記表示部に表示させる手段と、を備え
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ることが望ましい。この構成では、胎児の状態を画像で
表示できるので、妊婦自身が胎児の状態を容易に把握で
きる。
【０００９】前記センサは、前記妊婦の身体的情報とし
て、該妊婦の体温及び／又は体内音を取得し、前記記憶
部は、妊婦の体温及び／又は体内音と、妊婦および胎児
に関する情報と、胎児の状態と、を対応付けて記憶す
る、ことが望ましい。
【００１０】前記胎児観察支援装置は、全体として角の
ない丸みを帯びた形状を呈することが望ましい。このよ
うな構造とすることで、動きが制限される妊婦が扱う場
合でも安全性が高い。
【００１１】上記目的を達成するため、本発明の第２の
観点に係る胎児観察支援システムは、妊婦の体表面に当
接され、該妊婦の身体的情報を取得するセンサと、観察
対象となる胎児と該胎児の母体に関する情報を入力する
入力部と、を備えた入力手段と、前記入力手段からの情
報を、情報処理手段に接続され、妊婦の身体的情報と、
妊婦および胎児に関する情報と、胎児の状態とを予め関
連づけて記憶したデータベースに送信する送信手段と、
前記データベースより提供される胎児の状態を示す情報
を受信する受信手段と、前記受信手段により受信された
情報に対応する情報を出力する出力手段と、を備えるこ
とを特徴とする。
【００１２】このようなシステムによれば、センサなど
から取得された妊婦の身体的情報に基づいてデータベー
スをアクセスすることにより、胎児の状態を示す情報を
取得できるので、簡易な操作で胎児の観察を行うことが
できる。
【００１３】前記出力手段は、表示部と、胎児の状態を
示す複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記受信手
段により受信された情報に対応する画像を前記複数の画
像から選択して前記表示部に表示させる手段と、を備え
ることが望ましい。
【００１４】前記センサは、前記妊婦の身体的情報とし
て、該妊婦の体温及び／又は体内音を取得することが望
ましい。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下に本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。以下の実施の形態に示される胎児
観察装置は、妊婦の体内の胎児の状態を観察するために
用いられるものとする。
【００１６】（第１の実施の形態）図１は本発明の第１
の実施の形態に係る胎児観察装置の外観を示す図であ
る。図１に示す胎児観察装置１００は、情報取得部２０
０および本体部３００から構成されている。
【００１７】図示するように、本体部３００は、角のな
い丸みを帯びた形状をしており、情報取得部２００もこ
の形状に調和するよう、丸みを帯びた形状を呈する。情
報取得部２００は、本体部３００と脱着可能に構成さ
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れ、装置が使用されないときは図１（ａ）に示すよう
に、本体部３００上に載置される。
【００１８】胎児観察装置１００が使用される際は、図
１（ｂ）に示すように、情報取得部２００が本体部３０
０から分離され、接続ケーブル４００により互いに接続
される。
【００１９】図２に示すように、情報取得部２００は、
妊婦自身が後述するセンサを体表面に当接させて使用さ
れる。
【００２０】図３は胎児観察装置１００の構成を模式的
に示すブロック図である。また、図４は情報取得部２０
０の外観を示す図であり、図４（ａ）は情報取得部２０
０の上面図であり、図４（ｂ）は情報取得部２００の下
面図である。
【００２１】まず、情報取得部２００の構成を説明す
る。情報取得部２００は、入力部２０、表示部２１、送
受信部２２、センサ部２３、およびセンサ処理部２４か
ら構成されている。
【００２２】入力部２０は、例えば複数のボタンを備
え、図４（ａ）に示すように、情報取得部２００の上面
に配置され、胎児観察装置１００に対する各種指示及び
情報（例えば出産予定日までの日数や妊婦の年齢）など
を使用者が入力する際に用いられる。
【００２３】表示部２１は、例えば液晶表示装置などか
ら構成され、図４（ａ）に示すように、情報取得部２０
０の上面中央部に配置され、胎児の状態を示す画像など
を表示する。
【００２４】送受信部２２は、入力部２０から入力され
た情報およびセンサ部２３が取得した情報を本体部３０
０に送信するとともに、本体部３００から送られてくる
情報を受信する。図４（ａ）では、送受信部２２の一部
として接続ジャックを示しており、図１（ｂ）に示す接
続ケーブル４００はこの接続ジャックに接続される。
【００２５】図４（ｂ）に示すように、情報取得部２０
０の下面には体温センサ２３ａおよび体内音センサ２３
ｂが配置されている。センサ部２３（体温センサ２３
ａ、体内音センサ２３ｂ）が、図２に示すように妊婦の
体表面に当接されることで妊婦の身体的情報を取得す
る。つまり、体温センサ２３ａが妊婦の体温を検出し、
体内音センサ２３ｂが妊婦の胎内で発生する音を検出す
る。
【００２６】センサ部２３が検出した情報は、信号処理
部２４に送られる。
【００２７】図５は、信号処理部２４の構成を模式的に
示したブロック図である。図示するように、信号処理部
２４は、体内音センサ２３ｂが検出した音声信号をディ
ジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部２４ａと、Ａ／Ｄ変
換部２４ａが変換したディジタル音声信号を複数の周波
数帯域に分割する複数のバンドパスフィルタ２４ｂと、
体温センサ２３ａが検出した体温を示す信号とバンドパ
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スフィルタ２４ｂからの信号を一時的に保持するための
センサメモリ２４ｃとを備えている。
【００２８】次に本体部３００の構成を説明する。本体
部３００は、図３に示すように、制御部３０、記憶装置
３１、送受信部３２、データベース３３および画像メモ
リ３４から構成されている。
【００２９】制御部３０は、例えばＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit）から構成され、後述するＲＯＭに記憶
されたプログラムに従って動作することにより、情報取
得部２００から送られる情報に基づいた観察処理などを
行うとともに、胎児観察装置１００の各部の動作を制御
する。制御部３０は、センサメモリ２４ｃに格納されて
いる、複数の周波数帯域の音のレベル変化より、図６に
示すような成人である母体の心拍数及び心音レベルと胎
児の心拍数と心音レベルとを求める。
【００３０】記憶装置３１は例えば半導体メモリから構
成され、ＲＡＭ（Random Access Memory）およびＲＯＭ
（Read Only Memory）を有している。ＲＡＭは後述する
送受信部３２を介して情報取得部２００から受信した情
報を記憶するとともに、制御部３０のワークエリアとし
て使用される。ＲＯＭは制御部３０が動作するためのプ
ログラムを記憶している。
【００３１】送受信部３２は、情報取得部２００からの
情報を受信するとともに、制御部３０による観察結果な
どを情報取得部２００に送信する。本実施の形態では、
情報取得部２００の送受信部２２と本体部３００の送受
信部３２とが接続ケーブル４００を介して接続されてい
るものとする。
【００３２】データベース３３は、例えばハードディス
クと互換性をもつシリコンディスクから構成され、体温
および体内音を表すデータのレベルの組み合わせに関連
づけられた胎児の状態を示す情報を予め記憶している。
【００３３】より詳細には、データベース３３には、図
７（ａ），（ｂ）に例示するようなテーブルが作成され
ている。
【００３４】図７（ａ）に示すテーブルは、センサ部２
３が検出した妊婦の身体的情報のレベルを判定するため
のもので、得られたデータの数値により、「異常」、
「低レベル」、「標準」、「高レベル」の４段階に分類
される。つまり、過去のデータ（統計により得られたデ
ータでもよく、或いは、妊婦が使用している間に蓄積し
たデータでもよい）に基づき、平均的な数値を示す範囲
を「標準」とし、「標準」より若干高い数値範囲を「高
レベル」、若干低い数値範囲を「低レベル」、「低レベ
ル」より低い数値範囲および「高レベル」より高い数値
範囲を「異常」、として分類する。
【００３５】ここでは、体温センサ２３ａから得られる
母体体温と、体内音センサ２３ｂで得られた音声信号に
基づいて求められた母体と胎児の心拍数とを対象データ
とし、各データが分類される。
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【００３６】妊娠直後から出産直前までの間に胎児の体
格および生体機能が大きく変化するため、各時点で胎児
に関するデータの「標準」となる数値範囲が異なる。従
って、図７（ａ）に示すテーブルは、各時点に対応させ
るように「標準」レベルの数値範囲を異ならせたものが
複数用意される。そして、入力部２０から入力される出
産予定日までの日数から現時点（受胎後日数）を割り出
すことで、対応するテーブルが選択される。
【００３７】成人である母体もまた、年齢によりデータ
の「標準」となる数値範囲が異なる場合があるので、図
７（ａ）に示すテーブルは、妊婦の年齢に応じてさらに
分類してもよい。その場合、入力部２０から妊婦の年齢
も入力する。
【００３８】図７（ｂ）に示すテーブルは、図７（ａ）
のテーブルで分類された各データのレベルから胎児の状
態を判別するためのもので、各データのレベルの組み合
わせと胎児の状態とが関連づけられている。
【００３９】画像メモリ３４は、例えば半導体メモリか
ら構成され、胎児の状態を示す複数の画像を示す画像デ
ータを予め記憶する。
【００４０】次に、本発明の実施の形態に係る胎児観察
装置１００の動作を図８のフローチャートを参照して説
明する。
【００４１】まず、胎児観察装置１００の起動後、使用
者により入力部２０から、例えば出産予定日までの日数
データや妊婦の年齢が入力され（ステップＳ１００）、
入力されたデータは、記憶装置３１のＲＡＭに記憶され
る（ステップＳ１０１）。
【００４２】次に制御部３０は、使用者により入力部２
０から入力される指示に応じて、送受信部３２，２２を
介して、情報取得部２００のセンサ部２３に制御信号を
送出して体温センサ２３ａと体内音センサ２３ｂとを駆
動させる（ステップＳ１０２）。
【００４３】センサ部２３で検出された情報は、送受信
部２２，３２を介して本体部３００に送られ（ステップ
Ｓ１０３）、記憶装置３１のＲＡＭに記憶される（ステ
ップＳ１０４）。ここで、体内音センサ２３ｂが検出し
た音声信号は、Ａ／Ｄ変換部２４ａでディジタル信号に
変換され、バンドパスフィルタ２４ｂの複数の周波数帯
域に分割された後に本体部３００に送信される。
【００４４】制御部３０は、情報取得部２００から受信
し、記憶装置３１のＲＡＭに記憶した情報に基づきデー
タベース３３を検索する（ステップＳ１０５）。つま
り、ＲＡＭに記憶された各データのレベルを図７（ａ）
に示すテーブルから分類し、分類したレベルの組み合わ
せを図７（ｂ）に示すテーブルから検索することによ
り、胎児の状態を示すデータを取得する。
【００４５】ここで胎児の状態を示すデータとは、例え
ば、「活発な活動状態」、「活動状態」、「睡眠状態」
などを示すものであり、過去のデータに基づき、母体の
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7
身体的状態と関連づけられている。
【００４６】次に制御部３０は、ステップＳ１０５で取
得した胎児の状態に対応する画像を画像メモリ３４から
選択する（ステップＳ１０６）。つまり、画像メモリ３
４には、図９に示すように、前述した胎児の状態「活発
な活動状態」（図９（ａ））、「活動状態」（図９
（ｂ））、「睡眠状態」（図９（ｃ））などを簡易に表
す画像を示すデータが予め記憶されており、ステップＳ
１０５で取得した結果に対応する画像を示すデータが選
択される。
【００４７】制御部３０はステップＳ１０６で選択した
画像データを情報取得部２００の表示部２１に送出する
ことで、ステップＳ１０５で取得された結果に対応する
画像を表示部２１上に表示して（ステップＳ１０７）、
処理を終了する。
【００４８】上記実施の形態によれば、簡易な装置で構
成したセンサを用いて母体の身体的情報を入力し、デー
タベースに予め記憶させた胎児の状態を、入力された母
体の身体的情報に基づいて検索することで胎児の状態を
判定するので、妊婦自身が簡易な操作で胎児の状態を観
察することができる。
【００４９】また、胎児の状態を簡易な画像で表示でき
るため、容易に胎児の状態を認識することができる。ま
た、表示される簡易な（親しみやすい）画像は、観察を
行うことに楽しみを持たせることができる。
【００５０】本実施の形態によれば、制御部３０、デー
タベース３３など、比較的高い処理能力を必要とするも
のを本体部３００内に構成したので、情報取得部２００
を小型・軽量に構成することができ、観察時の妊婦への
負荷を軽減することができる。また、角のない丸みを帯
びた形状とすることで、動きが制限される妊婦が扱う場
合でも安全性が高い。
【００５１】本実施の形態では、情報取得部２００と本
体部３００とを接続ケーブル４００で接続したが、信号
伝送が可能な他の構成を採用してもよい。例えば、送受
信部２２，３２を赤外線通信（例えば、IrDA）あるいは
無線通信（例えば、Bluetooth）などに対応した装置で
構成することにより、情報取得部２００をワイヤレス装
置として実現でき、操作性がさらに向上するとともに、
動きが制限される妊婦がケーブルにつまずいてしまう事
故を防止できる。
【００５２】（第２の実施の形態）上記第１の実施の形
態では、胎児観察装置１００を情報取得部２００と本体
部３００とから構成したが、一体型の観察装置を構成し
てもよい。
【００５３】図１０は、この場合の胎児観察装置１１０
の構成を模式的に示すブロック図である。図１０に示し
た構成のうち、図２に示す胎児観察装置１００と同一の
構成については同一の符号を付している。
【００５４】本実施の形態では、第１の実施の形態で示
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した情報取得部２００と本体部３００の機能を胎児観察
装置１１０内に一体に構成したので、図３に示す送受信
部２２，３２の構成が除かれている。その他の構成要素
およびその機能については、第１の実施の形態と基本的
に同一である。
【００５５】また、本実施の形態の胎児観察装置１１０
の外観上の特徴は、図４に示した第１の実施の形態の情
報取得部２００の外観上の特徴と同一のものとする。
【００５６】本実施の形態によれば、胎児観察装置１１
０を単一の構造体として構成したので、操作性を向上さ
せることができる。また、データベース３３を例えば半
導体メモリなどに構成すれば、胎児観察装置１１０をよ
り小型・軽量化することができ、さらに操作性が向上す
る。また、接続用のケーブルなどが不要なので、動きが
制限される妊婦がケーブルにつまずいてしまう事故を防
止できる。
【００５７】（第３の実施の形態）上記実施の形態で
は、観察装置を専用装置で構成したが、例えば汎用コン
ピュータなどと組み合わせることで本発明を実施しても
よい。
【００５８】図１１は本実施の形態に係る胎児観察装置
１２０の構成を模式的に示すブロック図である。図示す
るように、胎児観察装置１２０は、センサ部２１０およ
び情報処理装置５００から構成されている。
【００５９】センサ部２１０の構成は上記第１の実施の
形態で示した情報取得部２００の構成から入力部２０お
よび表示部２１の構成を除いたものであり、その他の構
成およびその機能は第１の実施の形態と同一である。つ
まりセンサ部２１０は、センサ部２３（体温センサ２３
ａ、体内音センサ２３ｂ）、信号処理部２４（Ａ／Ｄ変
換部２４ａ、バンドパスフィルタ２４ｂ、センサメモリ
２４ｃ）および送受信部２２を備えている。なお、送受
信部２２は、情報処理装置５００との通信が行える構成
であるものとする。
【００６０】情報処理装置５００は、例えばパーソナル
コンピュータなどの汎用コンピュータから構成されてい
る。つまり、情報処理部５００は、ＣＰＵなどの処理装
置５０、キーボードやマウスなどの入力装置５１、ＲＡ
ＭやＲＯＭなどの主記憶装置５２、ハードディスク装置
などの補助記憶装置５３、フロッピーディスクドライブ
やＣＤ－ＲＯＭドライブなどの外部記憶装置５４、ＣＲ
Ｔ（Cathode Ray Tube：陰極線管）ディスプレイやＬＣ
Ｄ（Liquid Crystal Display：液晶表示装置）などの出
力装置５５を備えている。
【００６１】情報処理装置５００はさらに、センサ部２
１０との通信を行う送受信部５６を備えているものとす
る。ここで、情報処理装置５００の送受信部５６は、セ
ンサ部２１０の送受信部２２と接続ケーブル４１０を介
して接続されている。
【００６２】情報処理装置５００は、上記第１の実施の
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9
形態における情報取得部２００の機能の一部、および本
体部３００の機能を実現するものである。すなわち、処
理装置５０は制御部３０として機能し、入力装置５１は
入力部２０として機能し、主記憶装置５２は記憶装置３
１として機能し、補助記憶装置５３はデータベース３３
および画像メモリ３４として機能し、出力装置５５は表
示部２１として機能する。
【００６３】ここで、外部記憶装置５４は、情報処理装
置５００を本発明に係る観察装置として機能させるため
のプログラムを記録した記録媒体（フロッピーディス
ク、ＣＤ－ＲＯＭなど）から、当該プログラムなどを読
みとるために用いられる。つまり、記録媒体に記録され
たプログラムを処理装置５０が実行することにより、情
報処理装置５００は本発明に係る観察装置として機能す
る。
【００６４】本実施の形態の構成によれば、出産予定日
データや年齢データの入力を入力装置５１で行い、胎児
の状態を表す画像の表示を出力装置５５で行うので、観
察時に妊婦の身体に当接させる部分に入力部や表示部を
構成する必要がない。つまり、本実施の形態のセンサ部
２１０はセンサ機能（信号処理機能を含む）と信号伝達
機能のみを備えていればよく、簡単な構成で実現できる
ため、小型・軽量に構成でき、観察時の妊婦への負荷を
軽減できる。
【００６５】信号処理部２４の機能のうち、バンドパス
フィルタ２４ｂがおこなう帯域分割処理は、情報処理装
置５００がソフトウエア的におこなってもよい。
【００６６】また、汎用コンピュータなどの情報処理装
置により本観察装置の処理を行うので、小型・軽量に構
成した専用装置と比較して高い処理能力で観察処理を行
うことができ、処理時間の短縮を図ることができる。さ
らに、より大容量の記憶装置を用いることができるの
で、例えばより多くのデータを記録したデータベースを
用いることが可能となり、判定される胎児の状態の種類
に幅を持たせることができる。
【００６７】（第３の実施の形態の変形例）第３の実施
の形態では、汎用コンピュータなどの情報処理装置５０
０の補助記憶装置５３を本発明に係る観察装置に用いら
れるデータベースとして機能させたが、例えばインター
ネットなどのネットワーク上に存在するデータベースを
利用してもよい。この場合の実施の形態を図１２，１３
を参照して説明する。なお、上記第３の実施の形態と同
一の部分には同じ符号を付している。
【００６８】図１２は本実施の形態に係る胎児観察シス
テムの概略を示す図である。図示するように、本実施の
形態に係る胎児観察システム１３０は、センサ部２１０
と、情報処理装置５００と、データベースサーバ６００
と、から構成され、情報処理装置５００とデータベース
サーバ６００は、ネットワーク７００を介して接続され
ている。ここで、データベースサーバ６００は、例えば
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病院などの医療機関に設置されるものとすることができ
る。
【００６９】図１３は、本実施の形態に係る情報処理装
置５００およびデータベースサーバ６００の構成を示す
ブロック図である。本実施の形態に係る情報処理装置５
００は、ネットワーク７００を用いた通信を実現する通
信装置５７を備えている。通信装置５７は例えば、モデ
ムやＴＡ（Terminal Adapter：終端端末装置）である。
その他の構成およびその機能は第３の実施の形態と同一
である。
【００７０】データベースサーバ６００は、例えばワー
クステーションなどの汎用コンピュータから構成され、
情報処理装置５００とほぼ同様の構成、つまりＣＰＵな
どの処理装置６０、キーボードやマウスなどの入力装置
６１、ＲＡＭやＲＯＭなどの主記憶装置６２、ハードデ
ィスク装置などの補助記憶装置６３、フロッピーディス
クドライブやＣＤ－ＲＯＭドライブなどの外部記憶装置
６４、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube：陰極線管）ディスプ
レイやＬＣＤ（Liquid Crystal Display：液晶表示装
置）などの出力装置６５、通信装置６６などを備えてお
り、補助記憶装置６３内にデータベースが作成されてい
る。
【００７１】本実施の形態では、情報処理装置５００の
処理装置５０は、入力装置５１から入力されたデータと
センサ部２１０から取得された情報を示す信号を、通信
装置５７およびネットワーク７００を介してデータベー
スサーバ６００に送出する。データベースサーバ６００
の処理装置６０は、通信装置６６を介して受信した信号
に基づいて、補助記憶装置６３のデータベースを検索す
ることで胎児の状態を表すデータを取得し、取得したデ
ータを情報処理装置５００に返送する。
【００７２】情報処理装置５００は、データベースサー
バ６００から受信したデータに基づいて、例えば補助記
憶装置５３に記憶されている画像データから対応する画
像のデータを読み出して、当該画像を出力装置５５に出
力する。
【００７３】本実施の形態の構成によれば、ネットワー
ク上に存在するデータベースを利用することができるた
め、医療機関などに設置された最新かつ膨大なデータベ
ースを用いることが可能となり、判定される胎児の状態
の種類に幅を持たせることができる。
【００７４】また、妊婦が通院する医療機関のデータベ
ースサーバ６００に判定結果を記録するように構成し、
簡単な観察記録として担当医師などが参照できるように
してもよい。
【００７５】本変形例で示したネットワーク利用の構成
は、上述の第１および第２の実施の形態で採用されても
よい。つまり、第１の実施の形態に示した胎児観察装置
１００の本体部３００が外部との通信機能を有してもよ
く、第２の実施の形態に示した胎児観察装置１１０が外
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部との通信機能を有してもよい。
【００７６】上記実施の形態では、胎児の状態を画像表
示により報知したが、胎児の状態を明快かつ簡易に報知
できるのであれば、報知方法は任意である。
【００７７】例えば、画像ではなくメッセージを表示し
てもよく、あるいは画像とメッセージを組み合わせて表
示してもよい。さらに、複数の画像を切り替えて表示す
ることにより、動画として表示してもよい。また、報音
部を設け、音色の違いや音声メッセージなどにより胎児
の状態を報知してもよい。
【００７８】さらに、図７（ｂ）に示すテーブルから得
られる胎児の状態が異常を示すような場合には、通常と
は異なる報知を行うことにより注意を促すように構成し
てもよい。上記ネットワーク利用の構成を採用している
場合であれば、異常状態である旨を医療機関などに自動
的に報知するようにしてもよい。
【００７９】上記実施の形態では胎児の状態を観察する
場合を例に説明したが、本発明はこれに限られない。例
えば、胎児の観察と同時に母体の健康状態を観察するよ
うにしてもよい。また、センサの種類を変更あるいは追
加することで、様々な身体的情報を取得・分析できるよ
うに構成してもよい。
【００８０】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
胎内の胎児の状態を簡易に観察でき、かつ胎児の状態を
明快に報知することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る胎児観察装置
の外観を示す図であり、（ａ）は装置が使用されていな
い状態を示す図であり、（ｂ）は装置が使用されている
状態を示す図である。
【図２】図１に示す胎児観察装置が妊婦により使用され
ている状態を示す図である。
【図３】図１に示す胎児観察装置の構成を模式的に示す
ブロック図である。
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【図４】図１に示す胎児観察装置の情報取得部の外観を
示す図であり、（ａ）は情報取得部の上面図であり、
（ｂ）は情報取得部の下面図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る信号処理部の構成を
模式的に示すブロック図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る体内音センサが取得
する、体内音の変化を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るデータベースに作成
されるテーブルの例を示す図であり、（ａ）は取得され
た各データのレベルを分類するためのテーブルを示し、
（ｂ）は分類されたレベルの組み合わせから胎児の状態
を判定するためのテーブルを示している。
【図８】本発明の実施の形態に係る胎児観察装置の動作
を説明するためのフローチャートである。
【図９】本発明の実施の形態に係る胎児観察装置の表示
部に表示される胎児の状態を表す画像の例を示す図であ
り、（ａ）は、胎児が「活発な活動状態」であることを
表す画像の例を示し、（ｂ）は、胎児が「活動状態」で
あることを表す画像の例を示し、（ｃ）は、胎児が「睡
眠状態」であることを表す画像の例を示している。
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る胎児観察装
置の構成を模式的に示すブロック図である。
【図１１】本発明の第３の実施の形態に係る胎児観察装
置の構成を模式的に示すブロック図である。
【図１２】本発明の実施の形態の変形例に係る胎児観察
システムの概略を示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態の変形例に係る胎児観察
システムの構成を模式的に示すブロック図である。
【符号の説明】
１００  胎児観察装置
２００  情報取得部
３００  本体部
２３ａ  体温センサ
２３ｂ  体内音センサ
５００  情報処理装置

【図２】 【図３】
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